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長崎大学附属図書館の�
広がる未来�

図書館が変われば、大学が変わる！�図書館が変われば、大学が変わる！�



http://www.nagasaki-u.ac.jp/

油絵の具で透明感や、色の重なりから透け

て見える新たな空間を求めた作品です。「一

般的に油絵というと厚塗りの印象をもつ人

が多く、私もその中の一人でした」という川

田さん。ある時、偶然出会った透明色に魅力

を感じ、表現につなげました。「水や、葉と葉

の重なり合い、透明なガラス張りの建物など

から感じる瑞 し々さから、新しい色や形、空間

を想像します」という独特の感性の持ち主。「色

は重ねて見なければ最後までわからない。偶

然と未知なる部分を多く含んでいるのが私

の絵の特徴だと思います」。�

【表紙】について�

長崎大学大学院教育学研究科（絵画領域）�

「すきとおり」　川田　泰子�
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�　
未
知
の
情
報
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
図
書
館
は
知
的
要
求
を
満
た

す
最
強
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。本
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
場
所
で
す
。し
か
し

県
や
市
町
村
の
図
書
館
と
違
い
、大
学
の
図
書
館
は
、一
般
市
民
に
と

っ
て
は
今
ひ
と
つ
な
じ
み
の
薄
い
存
在
で
す
。と
い
う
の
も
大
学
図
書

館
は
、教
育
や
研
究
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
目
的
な
た
め
、蔵
書
も
各
種
学

術
分
野
の
専
門
書
が
主
流
。さ
ま
ざ
ま
な
図
書
サ
ー
ビ
ス
も
学
生
や
教
員
な
ど
を
対
象

に
充
実
し
て
い
ま
す
。と
は
い
っ
て
も
一
般
社
会
人
に
全
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。学
習
や
調
査
・
研
究
を
目
的
と
す
る
場
合
は
利
用
で
き
る
の
で
、何
か
を

学
び
た
い
と
い
う
目
的
意
識
を
持
つ
人
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
助
け
に
な
る
図
書
館
で
す
。�

��　
近
年
、急
速
に
発
展
す
る
情
報
通
信
技
術
に
よ
っ
て
、社
会
は
大
き
く
変
わ
り
は
じ
め

て
い
ま
す
。大
学
図
書
館
も
け
っ
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
は
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
中
央
図
書
館
」、坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の

「
医
学
分
館
」、片
淵
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
経
済
学
部
分
館
」と
、本
館
と
二
つ
の
分
館
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
が
、各
館
と
も
、効
率
的
な
業
務
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
電
子
化
が

大
い
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
中
で
も
図
書
館
の
知
的
資
産
を
、よ
り
多
く
の
人
々
に
公
開
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
大
い
に
活
か
し
て
い
る
の
が
、長
崎
大
学
附
属
図
書
館
が
所
有
す
る
貴
重
資

料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
で
す
。�

　
平
成
十
年
、最
初
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
の
が
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る「
幕
末
・

明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://oldphoto.lb.nagasaki-

u.ac.jp/univj/

）で
し
た
。近
代
化
が
は
じ
ま
っ
た
日
本
の
風
景
や
風
俗
を
知
る
貴
重
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、約
五
千
四
百
点
に
及
ぶ
写
真
を
、誰
で
も

い
つ
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
、本
誌
で
も「
明
治
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
十
一
年
に
は
、日
本
の
四
大
魚
譜
の
ひ
と
つ
と
し
�

～電子化＆個性化に秘められた可能性～�

図
書
館
の
電
子
化
と
個
性
化�

図
書
館
の
電
子
化
と
個
性
化�

教
育
・
研
究
を
支
援
す
る
大
学
図
書
館�

教
育
・
研
究
を
支
援
す
る
大
学
図
書
館�
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◎ 図 書 館 が 変 わ れ ば 、 大 学 が 変 わ る ！ �

学生証（図書館利用証）を使って、自動的に図書の貸出ができる装置。�
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SE

て
知
ら
れ
る「
グ
ラ
バ
ー
図
譜
」を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
公
開
。そ
し
て
今
年
春
に
は
、前
述
の「
幕

末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」の
情
報
を
研
究
資
料
と
し
て
さ
ら
に

活
用
す
る
た
め
、五
〜
十
倍
に
拡
大
し
て
も
鮮

明
に
見
る
こ
と
が
で
き
る「
幕
末
・
明
治
期
日

本
古
写
真
超
高
精
細
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（http://zoom
photo.lb.nagasaki-u.ac.jp/

）

を
ア
ッ
プ
。建
物
の
細
部
や
人
の
表
情
な
ど
が
驚

く
ほ
ど
リ
ア
ル
に
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
古
く
か
ら
海
外
と
の
交
流
で
栄
え
た
長
崎
の

歴
史
や
風
土
に
関
連
す
る
、こ
れ
ら
独
自
の
貴

重
資
料
は
、学
術
的
に
も
注
目
度
が
非
常
に
高

く
、国
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、す
で
に
二

十
一
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、長
崎
大
学
附
属
図
書
館
の
個
性
と
し
て
、

内
外
に
強
く
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
す
。�

���　
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.lb.nagasaki-u.ac.jp/

）
�

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に「
蔵
書
検
索

（O
PAC

）」「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
大
学
図

書
館
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
教
育
研
究
支
援

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。�

　「
蔵
書
検
索（O

PAC
）」で
は
、長
崎
大
学
附

属
図
書
館
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
上
に
あ
る「
サ
ー
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幕末・明治期日本古写真�
超高精細画像データベース�
http://zoomphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/

　約6000点もある「幕末・明治期日本古
写真コレクション」の中から精選した約
500点の写真を、コンピュータ画面上で5
倍から10倍に拡大して鮮明に見ることが
可能な超高精細画像データベースとして
構築。画像にはすべて日本語と英語の詳
細な解説が付いています。当時の都市・
風景・風俗など、これまで気付かなかった
写真の細部に埋め込まれた情報を知るこ
とができるようになり、古写真研究の新し
い展開が期待されています。�
　データベースでは、長崎古地図、日本
地図からの検索や、撮影者・地区・撮影
年代などの各種条件による検索など、検
索項目も多彩。利用者は好みの方法で、
見たい画像をすぐに引き出せます。�

大
学
図
書
館
の
機
能
を�

高
め
る
電
子
情
報�

大
学
図
書
館
の
機
能
を�

高
め
る
電
子
情
報�

■ 

中
央
図
書
館（
本
館
）�貸出、返却、予約などを行う、資

料サービスカウンター。「ここに
は教育、工学、水産、環境などの
専門書があります。学外の方は
歴史、文学の他、原爆や郷土史
関係の本を求める方が多いよう
です」（中央図書館：小山）�

参考図書閲覧室。試験前は、学生が座席から
あふれるほどいっぱいに。�

UNIVERSITY
LIBRARY

文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
か
ら
入
り
、右
側
三
つ
め
の
建
物
。�

◎  錦帯橋  ◎�

▼▼▼▼▼�

【全体画像】�【最大拡大画像】�



ビ
ス
案
内
」の
項
目
か
ら
、全
国
の
大
学
図
書
館
、

そ
し
て
国
立
国
会
図
書
館
、県
立
長
崎
図
書
館

な
ど
の
蔵
書
も
検
索
可
能
で
、こ
れ
ら
は
一
般

の
方
も
自
由
に
検
索
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
学
習
や
研
究
の
二
次
資
料
と
な
る「
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」、各
学
術
分
野
の
最
新
の
情
報
が
手

に
入
る「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の
充
実
に
も
力
を

注
ぎ
、情
報
の
宝
庫
た
る
図
書
館
の
機
能
を
一

歩
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
二
項
目
は
、学
生
や
教

官
な
ど
学
内
関
係
者
の
み
利
用
可
能
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
電
子
情
報
の
利
用
で
、図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
書
庫
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、外

部
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス・
ポ
イ
ン
ト
の
機
能
も
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。�

���　
書
棚
に
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
た
多
く
の
医
学

書
や
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
、入
館
者
を
圧
倒
す
る
坂

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
医
学
分
館
。こ
の
館
に
は
、江

戸
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、楢
林
鎮
山
が
蘭
書

を
も
と
に
つ
く
っ
た
医
学
書『
紅
夷
外
科
宗
伝
』

や
、幕
末
に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
者
ポ
ン

ペ
が
解
剖
学
の
講
義
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸

入
し
た『
解
剖
紙
製
模
型
』、そ
し
て
日
本
最

古
と
い
わ
れ
る『
聴
胸
器
』な
ど
、幕
末
に
開
設

さ
れ
た
医
学
伝
習
所
に
源
を
発
す
る
長
崎
大

学
医
学
部
の
歴
史
を
垣
間
見
る
貴
重
な
医
学

資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。�
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グラバー図譜データベース�
http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/gloveratlas/

幕末・明治期日本古写真�
コレクションデータベース�
http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/univj/

　1860～90年代にかけて
上野彦馬やベアトなど当時
の写真家によって撮影され
た日本。本誌でも「明治ジャ
パネスク」として好評連載
中です。�

資料やデータの探し方を教えて
くれる参考調査カウンター。「ま
ずは自分で発見し、自分で調べ
ることが大切です。わからないこ
とは、気軽におたずね下さい」。
（中央図書館：金丸）�

自分のパソコンを持ち込んでメー
ルやホームページの閲覧ができ
る情報コンセントルーム。�

中国語、韓国語のフォントをイン
ストールしたパソコンや専用の
書籍を利用できる留学生コー
ナー。�

パソコンコーナーの上手な利用
のために検索方法などを教える
図書館ガイダンスを随時実施中。�

　「Fishes of Southern & Western Japan　日本西部及南部魚
類」（通称「グラバー図譜」）。幕末から明治維新に活躍した貿易
商トーマス・グラバーの息子、倉場富三郎（1870
～1945）が、その半生をかけて作成・編纂し
たもの。富三郎は、イギリスからトロール漁法
を導入し日本の水産界に大きく貢献した人
物として知られる。富三郎の死後、「グラバー
図譜」を託された日銀総裁渋沢敬三氏から、
昭和25年長崎大学に寄贈された。�
　「グラバー図譜」の作成は、明治末から昭
和にかけての約20年間以上にわたった。そ
れぞれの図は長崎の日本画家によって緻密
に描かれている。イギリスからわざわざ輸入し
た上質紙に805図の海産動物（主に魚類）が収録されている。�

　これらをコンピュータ画
面で見る「グラバー図譜デー
タベース」は、研究者だけ
でなく子どもにも親しめるよ
う、魚の形や色からも検索
できるようになっている。�

医
学
分
館
と
経
済
学
部�

分
館
の
貴
重
資
料�

医
学
分
館
と
経
済
学
部�

分
館
の
貴
重
資
料�

■ キダイ （画家：萩原魚仙）　九州西海ではポピュラーな魚。長崎ではレンコ、レンコダイと呼ぶ。�

倉場　富三郎�
（長崎県立長崎図書館所蔵）�



　
片
淵
キ
ャ
ン
パ
ス
の
経
済
学
部
分
館
に
は
、幕

末
の
長
崎
関
係
資
料
か
ら
経
済
関
係
の
古
典

ま
で
幅
広
い
分
野
が
揃
っ
た『
武
藤
文
庫
』や
、

漢
籍
な
ど
明
治
三
十
八
年
に
設
立
し
た
長
崎

高
等
商
業
学
校（
経
済
学
部
の
前
身
校
）時
代

か
ら
の
資
料
が
大
切
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��　
こ
の
夏
、長
崎
大
学
附
属
図
書
館
と
長
崎
県

の
公
共
図
書
館
が
、相
互
に
蔵
書
の
貸
借
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は

一
般
図
書
中
心
の
公
共
図
書
館
の
利
用
者
の

中
に
は
専
門
書
を
希
望
す
る
人
も
多
く
、そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
で
す
。す
で
に
大
学
間
で

は
行
わ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、館
種
を
超

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
県
全
体
の
取
り
組

み
は
、ま
だ
珍
し
い
試
み
で
す
。�

　
ま
た
最
近
で
は
、開
館
時
間
を
延
長
し
た
り
、

こ
れ
ま
で
休
館
日
だ
っ
た
日
曜
日
も
開
館
す
る

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
一
部
開
始
し
、図
書
館
で

も
っ
と
勉
強
を
し
た
い
と
願
う
学
生
や
、こ
れ

ま
で
時
間
の
都
合
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
会
社

員
な
ど
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、生
涯
学
習
社
会
と
い
う
時
代
を
背

景
に
ま
す
ま
す
利
用
者
数
が
増
え
て
い
く
と
予

想
さ
れ
、大
学
図
書
館
の
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
の
岡
林
隆
敏
館
長

は
、「
附
属
図
書
館
の
使
命
は
、最
新
の
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
最
先
端
の
研
究
を
支

援
し
、ま
た
学
生
が
自
分
で
学
び
、知
的
な
探

求
を
す
る
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
で

す
。各
分
野
の
専
門
書
を
蔵
書
し
て
お
り
ま
す

の
で
、産
業
、行
政
、教
育
等

を
支
援
す
る
た
め
に
も
、地

域
に
開
放
さ
れ
た
図
書
館

に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。�

　
電
子
化
と
個
性
化
、そ
し
て
市
民
へ
の
開
放

に
向
け
て
す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
長
崎
大
学

附
属
図
書
館
。少
し
ず
つ
で
は
あ
る
け
れ
ど
着

実
に
、自
ら
の
役
割
を
拡
大
さ
せ
、新
時
代
の
大

学
図
書
館
へ
と
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、利
用
者
に
喜
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
、こ
れ

か
ら
の
大
学
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
、注
目
さ

れ
そ
う
で
す
。�
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図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
展
望�

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
展
望�

■ 解剖紙製模型�
　 （医学分館蔵）�
近代西洋医学教育の
父といわれるオランダ
人の軍医ポンペ。医
学校を開設するために
来日し、1857年11月、
長崎で松本良順らに
初講義を行った。解剖
学は、ポンペがパリから
取り寄せたこの解剖紙
製模型で行われた。後
の原爆では奇跡的に
残ったものの、痛みは
激しい。�

経済学部の前身・長崎高等商
業学校時代からの卒業アルバ
ム。大正～昭和の学生生活や
当時の長崎の街の様子も垣間
見れ興味深い。�

■ 

医
学
分
館�

■ 聴胸器（木製）（医学分館蔵）�
1848年、出島にオランダ商館医として来日したモーニッ
ケがもたらしたもの。今の聴診器のようにして使用され
ていた日本最古の品。モーニッケは、日本に種痘を移
し植えた人物として知られる。�

小山 哲郎�
Tetsuro Koyama 

資料サービス係長�

金丸 明彦�
Akihiko Kanamaru 

参考調査係長�

岡林 隆敏�
Takatoshi Okabayashi

附属図書館長�

宮脇 英俊�
Hidetoshi Miyawaki

医学情報係長�

西村 理絵�
Rie Nishimura

電子情報係長�

平林 昇�
Noboru Hirabayashi

経済情報係長�

武藤長蔵博士が収集した和洋
図書や幕末の長崎関係資料が
多数揃った武藤文庫。�
この秋（10/1～5）、一般公開さ
れます。�

■ 紅夷外科宗伝（医学分館蔵）�
オランダ通詞の楢林鎮山（1648～1711）
が、フランスの外科書をオランダ語に訳し
た本をもとに著したもの。美しく彩色され
た挿し絵に説明を加えている。楢林流外
科の教科書として用いられた。�

漢書も多数所蔵。こうした中国
からの書籍がまとまってあるのも、
中国との交流が深い長崎ならで
はかもしれない。�

■ 

経
済
学
部
分
館�

「
夜
間
（

総
合
経
済
）

コ
ー
ス
の
学
生
さ

ん
の
要
望
で
、こ
の

夏
か
ら
夜
九
時
三

十
分
ま
で
開
館
時

間
を
延
長
。
十
月

か
ら
は
日
曜
午
後

も
開
館
し
ま
す
」
。

（
経
済
学
部
分
館 

平
林
）�

ゆったり利用できるパソコンコー
ナー。「ジャーナル（学術雑誌）は、
冊子形態でなく、情報がタイム
ラグなしで伝わる電子ジャーナ
ルが主流になりつつあります」。
（医学分館：西村）�

坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
医

学
分
館
。「
原
爆
で
難
を
逃

れ
た
貴
重
資
料
が
今
、大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
」（
医

学
分
館 

宮
脇
）�
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◎ 幕末・明治期 日本古写真コレクション�

丸山遊郭～寄合町の通り～�【MARUYAMA LICENSED QUARTERS】�

5

世界に誇る、�
珠玉のコレクション�
　写真技術は日本が開国

する前後に長崎で確立し、

日本全国に伝わりました。

当時、日本の写真術の開

祖と称される上野彦馬らが

活躍。膨大な数の長崎の

写真が残されており、長崎

は写真史においても重要な

場所といえます。�

　長崎大学が所蔵する「幕

末・明治期 日本古写真コ

レクション」の内容は、主に

外国人居留地である長崎・

横浜を中心に、東京、京都、

大阪、神戸やその他の観

光地の風景・風俗・人物な

どを撮影したものです。その

多くは当時の職業絵師に

より彩色されています。総

点数は約6,000点（2003

年3月末日現在）。近代日

本の生い立ちを研究する貴

重な資料として、我が国有

数のコレクションになってい

ます。�

　このコーナーでは長崎大

学が所蔵するコレクションを

基にそれにまつわるエピソ

ード等を交えながら紹介し

ていきます。�

なだらかに下る通りには長方形の敷石が敷かれ、たそがれ時ともなれば客を乗せた人力車が往来した。樹木の繁るところは
車立場。通りの奥に人力車数台が見える。北方に見える山は金比羅山の西の裾で、立山から筑後町の上辺りであろう。�

花街情緒漂う通りの風景�

写真の場所が判明したのは、新筑楼のかつて
の持ち主中熊芳江さんの娘陣野トミ子さんに
偶然出会ったおかげである。中熊さんによれ
ば昭和18年（1943）11月20日、火災によって
寄合町一帯の楼屋は焼けてしまったという。
当時の新筑楼、山遊楼、水遊楼の並びには
現在、松岩ビル、マンション、西部不動産、ラ
ーメンの一角楼があり、その先に丸山公園が
ある。�

■丸山遊郭　所蔵：長崎大学附属図書館 ［サイズ縦13.6ｃｍ×横8.8ｃｍ］（モノクロに彩色）�

　
行
く
か
も
ど
る
か
、
丸
山
遊
郭
を
前
に
し
て
男
た
ち
が

立
ち
止
ま
っ
て
思
案
し
た
。
そ
れ
が
思
案
橋
の
名
の
由
来
で

あ
る
。
今
は
電
停
の
両
わ
き
に
橋
の
擬
宝
珠
を
形
ど
っ
た
レ

プ
リ
カ
が
名
残
を
と
ど
め
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
の
下
は
暗

渠
と
な
っ
て
、
昔
に
か
わ
ら
ず
銅
座
川
が
流
れ
て
い
る
。
丸

山
・
寄
合
町
は
寛
永
十
八
年
か
ら
翌
十
九
年
（
一
六
四
一

〜
一
六
四
二
）
に
か
け
て
、
市
中
に
散
在
し
て
い
た
遊
女
宿

を
丸
山
・
寄
合
町
に
集
め
、
公
娼
街
と
し
た
。
長
崎
奉
行

馬
場
三
郎
左
衛
門
の
時
代
で
あ
る
。�

��　
こ
の
写
真
は
、
寄
合
町
の
中
央
通
り
を
下
っ
て
東
側
の
家

並
み
を
南
か
ら
北
方
向
を
写
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

手
前
の
提
灯
を
張
っ
た
三
階
建
て
は
新
筑
楼
（
寄
合
町
四

番
地
）、
次
の
二
階
建
て
は
山
遊
楼
（
同
二
〜
三
番
地
）
で
、

一
段
下
が
っ
た
二
階
建
て
は
水
遊
楼
（
同
一
番
地
）
と
思
わ

れ
る
。
場
所
は
現
在
の
丸
山
公
園
の
西
側
に
該
当
す
る
。�

　
写
真
の
新
筑
楼
（
当
時
の
楼
主
は
西
田
太
郎
、
昭
和
に

な
っ
て
梅
月
楼
の
中
熊
ト
モ
に
変
わ
る
）
は
木
造
三
階
建
て

の
和
風
建
築
で
、
一
階
は
格
子
見
世
、
二
階
は
手
す
り
の
あ

る
縁
側
が
あ
り
、
華
や
か
な
丸
提
灯
の
下
に
は
遊
女
た
ち
と

客
で
あ
ろ
う
か
二
十
名
ほ
ど
の
人
物
が
写
っ
て
い
る
。
玄
関

先
に
立
っ
て
い
る
の
は
女
将
（
オ
カ
ッ
シ
ァ
マ
）
と
遣
手
で
あ
ろ

う
か
。
屋
根
に
は
ガ
ス
灯
が
設
え
ら
れ
て
い
る
。
時
代
は
明

治
中
期
〜
後
期
と
推
測
す
る
。
当
時
は
「
貸
座
敷
」
と
称

し
た
が
、
実
態
は
昔
ど
お
り
の
遊
郭
で
あ
っ
た
。�

��　
向
井
去
来
（
一
六
五
一
〜
一
七
〇
四
）
は
帰
郷
中
に
こ

の
句
を
詠
ん
で
い
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
七
月
十

二
日
、
ち
ょ
う
ど
長
崎
を
訪
れ
た
友
人
各
務
支
考
と
出
会

い
、
丸
山
を
話
題
に
し
た
俳
文
を
二
人
は
書
き
残
し
た
。

支
考
の
『
梟
日
記
』
に
そ
れ
が
記
さ
れ
て
お
り
、の
ち
に
『
本

朝
文
選
』
に
「
前
麿
山
賦
」「
後
麿
山
賦
」
と
題
し
て
収

め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
、
去
来
の
二
百
八
十
年
忌
を

記
念
し
て
、
花
月
の
門
前
に
こ
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
。�

　
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
刊
の
遊
女
評
判
記
『
長
崎
土

産
』
に
よ
れ
ば
、
丸
山
町
傾
城
三
百
三
十
五
人
（
内
大
夫

六
十
九
人
）、
寄
合
町
傾
城
四
百
三
十
一
人
（
内
大
夫
五

十
八
人
）
で
あ
っ
た
。
日
本
行
、
阿
蘭
陀
行
、
唐
人
行
と
称

し
て
、
お
お
よ
そ
の
差
配
が
な
さ
れ
た
。
去
来
は
「
入
長
崎

記
」（『
渡
鳥
集
』）
に
「
小
嶋
大
浦
は
秋
の
気
色
な
が
ら
、

な
つ
か
し
き
梅
が
崎
の
匂
ひ
す
れ
ば
に
や
、
丸
山
の
山
陰
に

遊
女
の
一
里
は
さ
だ
む
ら
ん
」
と
書
い
て
い
る
。�

　
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
の
昭
和
二
十
三
年
（
一
九

四
八
）
三
月
十
五
日
、
公
娼
街
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
売
春

禁
止
法
が
公
布
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
丸
山
は
検
番
と
料
理
屋
に
様
変
わ
り
し
た
。
現
在
は

歴
史
・
文
化
の
史
跡
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。�

�

「廓の娘 続・長崎丸山花月記」�
山口雅生著 より�
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江
戸
時
代
、
遊
女
宿
を
集
め
た
丸
山
・
寄
合
町�

明
治
中
期
〜
後
期
、
花
街
・
丸
山
の
一
角�

長
崎
生
ま
れ
の
俳
人
、
去
来
が
詠
ん
だ
丸
山
遊
廓�

い
な
づ
ま
や
ど
の
傾
城
と
か
り
枕
�

か
が
み
　
し
こ
う�

ふ
く
ろ
う�

ぜ
ん
ま
る
や
ま
の
ふ�

こ
う
ま
る
や
ま
の
ふ�
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雲 仙 の 自 然 と 親 し み 人 と ふ れ あ う �

写真右端から林道沿いによく見
られるヤマホトトギス、樹皮の粘液
が糊として使用されていたノリウ
ツギ、ウチワの形をしているウチワ
ゴケ、小さな黒い果実が葉の上
になるコバノハナイカダ、五角形
の葉が亀の甲を思わせるキッコウ
ハグマ。�

平成新山や有明海など大パノラマが広がる
矢岳山頂で記念撮影。小学生から熟年世代
まで幅広い年齢層が集まった自然観察会。
みんなさわやかな汗をかいて楽しみました。�

■ヤマホトトギス�■ノリウツギ�■ウチワゴケ�■コバノハナイカダ�■キッコウハグマ�
�

　
湯
け
む
り
漂
う
街
並
と
、緑
の
山
々
が
美
し
い
雲

仙
は
、古
く
か
ら
避
暑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た

高
原
の
温
泉
地
。昭
和
九
年
に
は
日
本
で
最
初
の

国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
八
月
上
旬
、中
西
先
生
率
い
る
自
然
観
察
会
が

行
わ
れ
た
の
は
、雲
仙
温
泉
街
の
東
側
に
位
置
す

る
標
高
九
百
七
十
一
メ
ー
ト
ル
の
矢
岳
。「
雲
仙
の

温
泉
街
は
す
で
に
標
高
七
百
メ
ー
ト
ル
で
す
。そ
こ

か
ら
矢
岳
山
頂
ま
で
、平
地
と
は
違
う
植
物
を
た

く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」と
中
西
先
生
。

長
崎
県
下
に
分
布
す
る
植
物
の
三
分
の
一
が
雲
仙

に
は
自
生
し
て
い
る
そ
う
で
、朝
、十
時
三
十
分
に
ふ

も
と
に
集
合
し
た
参
加
者
た
ち
は
、期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
ま
す
。�

　
こ
の
自
然
観
察
会
は
、中
西
先
生
が
会
長
を
し

て
い
た「
長
崎
県
生
物
学
会
」が
催
し
た
も
の
。同

会
で
は
年
に
数
回
、県
内
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー

ル
ド
を
巡
り
自
然
観
察
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
皆

さ
ん
に
自
然
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
い

ち
ば
ん
の
目
的
。そ
う
し
た
中
で
、生
物
の
面
白
さ

を
伝
え
る
人
を
養
成
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
話
す
中
西
先
生
は
、植
物
の
生
態
学
や

分
類
学
が
専
門
で
、大
学
で
は
種
子
散
布
の
生
態

学
的
研
究
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。�

　
さ
て
今
回
の
自
然
観
察
会
は
、同
学
会
の
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
小
学
生
か
ら
熟
年
世
代
ま
で
、自
然
や

植
物
の
世
界
に
興
味
津
々
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。か
す
か
に
イ
オ
ウ
の
匂
い
が
漂

う
林
の
中
へ
、列
を
な
し
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
入
る
や
否

や「
先
生
、こ
れ
は
何
で
す
か
？
」と
好
奇
心
全
開
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� 登山道で危うく踏まれそうになったところを救出したスジクワガタ。�

真夏でも、冷んやりとした風が吹く971ｍ山頂からの眺め。
灰色がかった山が平成新山。�

教育学部 中西弘樹  教授�

雲
仙
に
多
く
い
る
タ
ゴ
ガ
エ
ル
。
色
が

赤
く
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
一
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
飛
ぶ
。�

登
山
中
に
確
認
・
説
明
を
受
け
た
植

物
名
を
書
き
出
し
た
メ
モ
。
午
前
中

だ
け
で
九
十
種
類
を
越
え
ま
し
た
。�

登
山
道
で
、植
物
の
説
明
を
す
る
中

西
先
生
。
参
加
者
も
熱
心
で
質
問
も

多
か
っ
た
。�

の
参
加
者
た
ち
が
次
々
に
質
問
攻
め
に
し
ま
す
。中

西
先
生
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
、植

物
が
勢
い
よ
く
生
い
茂
る
登
山
道
を
、ゆ
っ
く
り
登
っ

て
い
き
ま
す
。「
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
と
キ
ン
ミ
ズ
キ
が
よ

く
一
緒
の
場
所
に
生
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。二
つ
と

も
付
着
散
布
す
る
植
物
で
す
。だ
か
ら
道
沿
い
に

多
い
ん
で
す
」。付
着
散
布
と
は
地
中
に
根
を
は
る

植
物
が
種
を
広
げ
て
い
く
方
法
の
ひ
と
つ
で
、道
を

通
る
動
物
な
ど
に
種
を
付
着
さ
せ
る
こ
と
で
広
く

散
布
さ
せ
、自
ら
の
繁
栄
に
つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
。

し
た
た
か
で
た
く
ま
し
い
植
物
の
知
恵
に
は
驚
か
さ

れ
る
ば
か
り
で
す
。�

　
途
中
、南
方
地
域
か
ら
季
節
風
に
の
っ
て
く
る
と

い
う
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
と
い
う
蝶
が
フ
ワ
フ
ワ
と
飛
ん
で

き
ま
し
た
。「
最
近
、注
目
さ
れ
て
い
る
蝶
で
、長
距

離
を
渡
り
ま
す
。こ
の
辺
で
は
越
冬
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、も
っ
と
下
の
方
へ
降
り
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」。�

　
平
成
新
山
が
見
え
る
山
頂
で
、お
弁
当
を
広
げ

て
ひ
と
休
み
。そ
の
後
、中
西
先
生
の
野
外
講
座
を

終
え
る
と
、再
び
植
物
観
察
を
続
け
な
が
ら
下
山

し
て
今
日
の
自
然
観
察
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

自
然
を
満
喫
し
た
参
加
者
た
ち
は
、汗
び
っ
し
ょ
り

に
な
り
な
が
ら
も
爽
快
な
表
情
。「
本
に
は
書
い
て

な
い
こ
と
を
、実
際
に
山
を
歩
い
て
発
見
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。自
然
は
本
当
に
奥
深
く
、不
思
議

な
も
の
で
す
か
ら
、興
味
は
つ
き
な
い
で
す
ね
」と
中

西
先
生
も
笑
顔
で
し
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。�

島 原 半 島 �

平成新山�

矢岳�

登山中あちこちで見かけたウンゼンザサ。� ノガリヤス。葉が表に見えているのが実は裏というユニークな植物。�
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長
崎
大
学
と
浦
上
警
察
署
は
、大
学
の
部
室
か
ら
音
は

ず
れ
の
ト
ラ
ン
ペッ
ト
が
聞
こ
え
て
く
る
ほ
ど
身
近
な
関
係

に
あ
り
ま
す
。�

　
私
は
、昭
和
五
十
一
年
か
ら
四
年
間
、浦
上
警
察
署
で

刑
事
係
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
。�

　
昭
和
四
十
年
代
前
半
か
ら
全
国
に
吹
き
荒
れ
た
学
園

闘
争
の
嵐
は
、峠
を
越
し
収
束
へ
と
向
か
っ
て
い
る
時
代
で

し
た
が
、一
部
の
学
生
に
は
未
だ
殺
気
だ
っ
た
者
が
お
り
、

警
察
と
学
生
の
間
に
は
、一
種
の
緊
張
感
み
た
い
な
も
の
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。学
内
に
入
る
の
も
周
囲
の
学
生
を
常
に

視
野
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
、い
つ
取
り
囲
ま
れ
る
か
分
か

ら
な
い
と
い
っ
た
危
険
な
状
態
で
し
た
。�

　
あ
れ
か
ら
二
十
六
年
の
月
日
が
経
ち
、昨
年
三
月
、浦
上

警
察
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
が
、付
近
住
民
の
方
々
が

犬
を
散
歩
さ
せ
た
り
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
し
て
構
内
を
自

由
に
通
り
抜
け
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。ま
た
、署
の

幹
部
が
大
学
に
赴
き
、学
生
に
対
し
て「
安
全
講
話
」を
行

う
な
ど
、昔
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
お

り
、「
大
学
も
開
か
れ
た
な
」と
時
代
の
変
遷
を
感
じ
て
い

ま
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、今
の
学
生
は「
お
と
な
し
く
な
っ
た
。自
己
中

心
で
あ
る
。」な
ど
と
い
っ
た
話
を
聞
き
ま
す
が
、城
栄
町
商

店
街
活
性
化
活
動
に
長
崎
大
学
の
学
生
が
立
ち
上
が
り
、

商
店
街
の
人
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と
か
、ま
た
体
育

会
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
元
気
の
い
い
掛
け
声
を
聞
き
ま
す

と
、学
生
の
内
に
秘
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
も
の
を
感

じ
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、「
安

全
・
安
心
・
我
が
町
の
治
安
」と
い
っ
た
も
の
に
も
向
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

　
浦
上
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
は
、長
崎
大
学
、純
心

大
学
、長
崎
外
国
語
大
学
な
ど
の
大
学
を
は
じ
め
、小
・

中
・
高
校
も
多
い
の
が
特
徴
で
す
。こ
の
管
内
で
は
以
前

か
ら
猥
せ
つ
事
案
が
多
い
の
で
す
が
、そ
の
理
由
の
一
つ
に

女
子
学
生
が
居
る
と
い
う
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。�

　
い
い
た
か
放
題
言
わ
せ
て
も
ら
え
る
な
ら
、「
女
子
学

生
の
皆
さ
ん
。夜
道
の
一
人
歩
き
は
危

険
で
す
。も
っ
と
早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
。

ア
パ
ー
ト
の
鍵
は
、必
ず
掛
け
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。」

も
う
大
人
な
の
で
す
か
ら
、自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
下
さ
い
。そ
れ
か

ら
、も
う
一
つ
言
わ
せ
て
下
さ
い
。「
バ
イ
ク
の
違
法
駐
車

は
止
め
ま
し
ょ
う
。歩
行
者
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。長
大
生
の
交
通
事

故
は
、今
年
八
月
末
現
在
、五
十
一
件
発
生
し
、二
十
七
件

が
加
害
事
故
で
す
」。交
通
事
故
は
将
来
の
夢
や
希
望

を
台
無
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
最
後
に
お
願
い
で
す
が
、地
域
の
安
全
の
た
め
に
何
か

提
言
で
も
あ
っ
た
ら
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

　
今
、長
崎
県
警
で
は
百
五
十
名
の
長
崎
大
学
卒
業
生

の
皆
さ
ん
が
長
崎
県
の
治
安
を
守
る
中
核
と
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。�

T A T S U H I S A  S O U

宗 建久（そう たつひさ）�
1948年、大村市生まれ。長崎西高等学校時代はウエイトリフティング部で活躍。県高体連
で優勝経験を持つ。福岡の大学を卒業後、長崎県警に勤務。さまざまな事件や事故を担
当した刑事時代を経て、現職。�

近
く
て
遠
い
関
係
!?�

長
大
と
浦
上
署�

宗 
建
久 
さ
ん�

長
崎
県�

浦
上
警
察
署
長�

全国的な広がりを見せた学園闘争。この時代、長崎大
学も緊張感が漂い、ものものしい空気が流れていた。�

毎年春、浦上署は長崎大学の新入生を対象に、生活安
全と交通安全のための講話を行っている。�

市民が困っています。違法駐車は止めましょう。（文教キ
ャンパス正門付近の歩道）�

文教�
キャンパス�

浦上�
警察署�



病
気
予
防
の
処
方
箋�

高
血
圧
�

　合併症のない軽～中等症であれば、まず生活習

慣修正です。医師と相談しながら食塩制限、適正

体重の維持、アルコール制限、コレステロールや飽

和脂肪酸の摂取制限、運動、禁煙などを積極的に

行って、血圧の経過をみましょう。しかし、重症高血圧、

また軽～中等症であっても心血管病や糖尿病のあ

る人は、すみやかで確実な血圧低下が重要ですので、

生活習慣修正と同時に降圧薬による治療が必要

となってきます。最近では、市販の電子血圧計の普

及で、家庭でも血圧が容易に測れるようになりました。

常日頃から血圧値の把握にも心掛けましょう。�

「
高
い
か
ら
、
気
を
つ
け
て
」
と
医
師
に
指
摘
さ
れ
て
も�

つ
い
つ
い
放
っ
て
お
き
が
ち
な
高
血
圧
。�

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め�

軽
く
と
ら
え
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。�

で
も
実
は
、
脳
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど
に�

重
い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
怖
い
病
気
で
す
。�

基
礎
知
識
を
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�　血圧が高いといわれ、降圧治療を勧められた方

も少なくないと思いますが、最近、高血圧と判定さ

れる血圧レベルが下がってきていることはご存じで

しょうか？　7～8年前までは、収縮期（最高）血圧

160mmHgあるいは拡張期（最低）血圧95mmHg

以上を高血圧とし、収縮期140かつ拡張期90未満

を正常血圧としてきましたが、今日では収縮期140

あるいは拡張期90以上はすでに高血圧とされ、正

常血圧も収縮期130かつ拡張期85未満へと低下

しています。加えて、その基準をもっと低い値に定

義し直そうという動きもみられます。�

　「高血圧の定義」や「高い血圧は下げる」という

考えが確立されたのは、実はそれほど古いことでは

ありません。1945年4月12日、米国大統領ルーズヴ

ェルトは脳出血のため急死しました。記録ではその

８年前より高血圧、1～2年前からは重症高血圧の

レベルでした。米国大統領ですから最高レベルの

医師がついていたはずですが、この間、降圧療法は

行われていません。「高い血圧は下げる」というコン

セプトが当時はまだなかったのです。�

　その後、高血圧が心疾患、脳卒中、腎不全など

心血管病の主たる原因となることが疫学的に証明

されました。現在では、血圧を少なくとも高血圧のレ

ベル以下に下げること、特に糖尿病や他の心血管

病を伴っている例では正常血圧レベル以下まで到

達させることが高血圧の治療目標となっています。�

長崎大学大学院医歯薬総合研究科�
循環病態制御内科学（第３内科）� 助教授�

〒852-8501　長崎市坂本1-7-1　TEL095-849-7288　FAX095-849-7290

瀬戸 信二�

◎成人における血圧の分類◎�
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◆えっ！高血圧の判定値が下がってる？�

◆意外！？まだ歴史が浅い高血圧治療�

◆生活習慣を改善し、血圧値を把握しよう�

（mmHg）�

（mmHg）�

180

80 85 90 100 110

160

140
130

120

収
縮
期
（
最
高
）
血
圧�

拡 張 期（最 低）血 圧 �

重症高血圧�

中等症高血圧�

軽症高血圧�

正常高値血圧�
正常血圧�

至適血圧�



　
全
国
に
歯
学
部
を
持
つ
国
立
大
学
は
十
一
あ
り
ま
す
が
、私
共
も
含
む
九
つ

の
大
学
が
今
回
一
斉
に
病
院
統
合
を
し
ま
し
た
。こ
う
い
っ
た
統
合
は
現
在
、国

や
民
間
で
行
わ
れ
て
い
る
組
織
の
統
廃
合
の
一
環
で
、統
合
に
よ
り
組
織
を
強

化
し
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
活
力
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。�

　
私
た
ち
の
統
合
の
理
念
は
、「
診
療
・
研
究
・
教
育
体
制
と
経
営
基
盤
を
強
化

し
、二
十
一
世
紀
に
相
応
し
い
大
学
病
院
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
」こ
と
で
す
。

目
標
と
し
て
、〈
○
全
人
的
医
療
の
提
供
体
制
、○
卒
業
前
、卒
業
後
の
教
育
体

制
、○
高
度
先
進
医
療
の
研
究
開
発
の
体
制
、○
医
療
の
安
全
管
理
体
制
、○

病
院
経
営
基
盤
〉以
上
、五
項
目
の
強
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。�
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新しいタイプの歯科医師が�
育つのが楽しみですね。�

藤井 弘之 教授�

統
合
は
時
代
の
流
れ
　
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め�

特殊歯科総合治療部。快適な治療のための麻酔
設備やモニターなどの器材が充実。�

こ
の
秋
、長
崎
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
は
、医
学
部
附
属
病
院

と
統
合
し
、「
長
崎
大
学
医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
」
と
し

て
再
出
発
し
ま
す
。
診
療
を
通
し
て
教
育
・
研
究
を
行
い
、同

時
に
地
域
に
お
け
る
中
核
の
医
療
機
関
、そ
し
て
高
次
医
療
機

関
と
い
う
性
格
も
合
わ
せ
持
つ
大
学
病
院
。こ
の
度
の
統
合
で
、

歯
科
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
。
藤
井
弘
之
先
生（
元
歯
学

部
附
属
病
院
長
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。�

平成15
年10月

1日�NEWSNEWS

附属病
院�

統合！
�

◎
よ
り
よ
い
教
育
・
研
究
と
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て
�

1

2

3

4

5

こ
の
秋
�

歯
学
部
附
属
病
院
が
�

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
�



��　
歯
科
診
療
に
お
い
て
、以
前
は「
病
」を
診
る

こ
と
が
中
心
で
し
た
が
、近
年
で
は
病
を
含
む

「
人
」を
診
る
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
単
に
病
を
治
す
と
い
う
よ
り
も
社
会

復
帰
を
促
す
、そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
診
療
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
統
合
に
よ
っ
て
私
が
大
き
い
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
の
が
教
育
で
す
。学
生
が
教

育
を
受
け
る
対
象
範
囲
が
こ
れ
ま
で
よ
り
広

が
る
こ
と
で
、歯
科
医
師
と
し
て
の
視
野
も
広

が
る
わ
け
で
す
。こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る
全
人
的
医

療
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た

資
質
を
私
た
ち
が
持
つ
こ
と
は
極
め
て
大
切
な

こ
と
な
の
で
す
。そ
う
し
た
新
し
い
教
育
環
境

の
中
で
こ
れ
か
ら
新
し
い
時
代
の
歯
科
医
師
が

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。長
い
目

で
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、た
い
へ
ん
楽

し
み
な
こ
と
で
す
。�

��　
大
学
病
院
も
地
域
の
歯
科
診
療
所
と
同
じ

よ
う
に
利
用
で
き
ま
す
。中
に
は
紹
介
状
が
な

い
と
診
て
も
ら
え
な
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、全
く
の
誤
解
で
、ど
な

た
で
も
利
用
で
き
る
の
で
す
。�

　
大
学
病
院
な
ら
で
は
の
特
長
は
、地
域
の
中

核
医
療
機
関
と
し
て
、特
別
な
医
療
体
制
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。た
と

え
ば「
特
殊
歯
科
総
合
治
療
部
」。こ
こ
で
は
、

通
常
の
状
態
で
は
歯
科
治
療
が
困
難
な
心
身

障
害
を
有
す
る
方
や
、全
身
的
に
重
い
病
気
を

持
っ
た
方
、そ
し
て
治
療
に
際
し
、強
い
不
安
を

も
っ
た
り
、た
い
へ
ん
緊
張
す
る
と
い
っ
た
方
な

ど
を
対
象
に
、専
任
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
い
て
総
合

的
な
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
医
療
機
器
も
充
実
し
て
い
て
、頭
頚
部

な
ど
身
体
の
内
部
の
断
層
像
を
得
ら
れ
る

M
R
I（
磁
気
共
鳴
映
像
）も
あ
り
ま
す
。そ

し
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、当
病
院
で

は
、以
前
か
ら
夜
間
救
急
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。夜
間
に
歯
が
痛
み
出
し
て
困
っ
た
時
は
、ど

う
ぞ
ご
来
院
く
だ
さ
い
。�

��　
大
学
病
院
の
高
次
医
療
提
供
の
一
例
と
し

て
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
歯
科
材
料
の
分

析
を
行
う
特
殊
な
機
器
を
設
け
、診
療
に
役

立
て
い
ま
す
。通
常
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
さ
な
い
の
に
、ご
く
少
数
の
方
が
反

応
を
示
す
金
属
物
質
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、化

粧
品
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
金
属
に
反
応
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。今
、こ
う
い
っ
た
ア

レ
ル
ギ
ー
を
抱
え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

何
が
原
因
か
を
き
ち
ん
と
解
明
し
て
適
切
な

診
療
を
行
う
と
い
う
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
現
在
す
で
に
、高
次
医
療
と
し
て
研
究

成
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、「
接
着
ブ
リ
ッ

ジ
に
よ
る
欠
損
補
綴
な
ら
び
に
動
揺
歯
固
定
」

（
次
ペ
ー
ジ
図
1
―

a
、b
）や「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
義

歯
」（
次
ペ
ー
ジ
図
2
―

a
〜
d
）と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。�

�　
こ
れ
ま
で
医
学
部
と
歯
学
部
の
附
属
病
院

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
組
織
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

お
互
い
の
境
界
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
境
界
領
域
の
問
題
に
お
互
い
の
知

恵
を
持
ち
寄
り
補
完
し
あ
え
れ
ば
、患
者
様
に

と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
大
学
病
院
の
医
科
と
歯
科
の
連
携

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に
向
け
て
開
放

型
の
病
院
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
の
で
、歯
科
診

療
所
と
の
連
携
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
か
つ
緊
密

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。た

と
え
ば
地
域
で
開
業
し
て
い
る
歯
科
医
師
が
患

者
様
と
一
緒
に
き
て
、こ
ち
ら
の
施
設
を
利
用

し
な
が
ら
治
療
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
施
設
や
技
術
を
有
効

に
活
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。�

��　
統
合
し
て
も
、直
ち
に
医
科
と
歯
科
が
同
じ

建
物
内
で
診
療
を
し
た
り
臨
床
教
育
を
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。環
境
整
備
は
こ
れ
か

ら
で
、徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。�

　
歯
科
を
受
診
し
通
院
さ
れ
て
い
る
方
、こ
れ

か
ら
受
診
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、

診
療
し
て
い
る
場
所
や
方
法
、手
続
き
は
こ
れ

ま
で
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、安
心
し
て
ご

来
院
く
だ
さ
い
。�

MRIは、筋肉や筋肉と骨の間の軟組織などをみるための装置。これにより腫瘍や
炎症の状態がわかる。�
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�

大
学
病
院
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
医
療
体
制�

高
次
医
療
の
研
究
で�

よ
り
よ
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
す�

大
学
病
院
の
ご
利
用
は
今
ま
で
通
り
に�

境
界
領
域
を
お
互
い
の
知
恵
で
補
完
し
あ
う�
病
を
診
る
か
ら
人
を
診
る
へ�

新
時
代
の
歯
科
医
師
を
育
む�

金属アレルギーを疑って来院された患者様が使っ
ていた金属製人工歯冠を分析したもの。微量の金
属も検出可能で、アレルギーの原因追求に役立て
られる。�



骨格 の 変化�

脊椎
動物

の 進
化�

C
H
O
H
O

　
●
　

12
�

エナメル質形成不全のマウスの歯（右）は、正常（左）
に比べると刷りガラス状でザラザラしている。光が
あたってもうまく反射しないため白く見える。�

■ エナメル質の層構造（1200倍）�
糸を埋め込んだようなもの（エナメル
小柱）が、網目状に連なっている。こ
の緻密さがエナメル質の強さになっ
ている。�

大�学�病�院�の�

高�次�医�療�を�

支�え�る�研�究�

長
崎
大
学
大
学
院
�

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
�

発
生
分
化
機
能
再
建
学
講
座
�

硬
組
織
分
子
病
理
学
分
野
�

山
口
　
朗 

教
授�

長
崎
大
学
大
学
院
�

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
�

発
生
分
化
機
能
再
建
学
講
座
�

小
児
顎
口
腔
発
達
管
理
学
分
野
�

福
本
　
敏 

講
師�

　私どもの研究室のメインテーマは「骨再生

の分子メカニズム」と「生物の進化における

骨格の変遷」の２つです。骨再生の分子メ

カニズムを解明することは優れた歯科領域

の治療法を開発する上でも非常に重要です。

脊椎動物が上陸してから骨格に大きな変化

が起ったと考えられていますが、具体的にど

のような変化が起こったのかは未だに明ら

かにされていません。そこで私たちは両生類、

爬虫類、哺乳類の骨格を解析しています。

これにより、骨格の変化が解明されれば、骨

粗鬆症発症メカニズム解明への新しい切り

口が見つかる可能性もあります。�

　研究テーマは「歯のエナメル質形成メカ

ニズム解析」です。エナメル質というのは歯

の表面にある、人体の中でもっとも固い組織

です。厚さは人の歯だと2ミリくらいあります。

しかし、それが一度壊されると、もとには戻れ

ません。虫歯はどんどん進行していくことに

なります。虫歯に対し、最初のバリアとなる

エナメル質のメカニズムを解析することで、

人工的にエナメル質をつくれるようになるか

もしれません。そうなると今より優れた虫歯

治療として使えるだけでなく、一万人に一人

いるといわれる生まれつきエナメル質がうま

くつくれない「エナメル質形成不全症」の

患者様にとっても朗報になります。�

図1-a 図1-b

新しい接着剤を使って欠損部分を修復。歯の削除を最小限
にとどめることができる歯質保存的な補綴処置。通常、無麻
酔で行われ、痛みもほとんどない。耐久性の高い接着材料と
硬質金合金を使用。外観部分はセラミックスを使い歯と同
色にすることも可能。�

◎インプラント義歯（人工歯根）�

図2-a 図2-b

図2-c 図2-d

下顎骨正中部を切除後（図2-a）に、腸骨移植およびインプ
ラント埋入を行い（図2-b）、固定した義歯（図2-c、d）。この
ようなインプラントは欠損した顔面の一部を人工物でつくっ
たりする場合に、固定元として使うこともある。�

◎人工耳介のケース�

図3-a 図3-b

耳介欠損（図3-a）に対し、側頭骨に埋入したインプラントを
使って固定した人工耳介（図3-b）。�

◎接着ブリッジによる�
　欠損補綴ならびに動揺歯固定�

インプラント義歯、人工耳介といった高次医療は、歯科領
域だけでなく医学の多様な分野で複合的に活かされる。病
院統合でこのような高次医療の研究が進み、よりよい医療
サービスにつながることが期待される。�



【水泳部】�
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�
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� プールに入る前には入念にストレッチ。イテテ…。�

選手の体調を気遣ったり、フォームのアドバ
イスを行うなど、選手の成長を支えるマネー
ジャーさんたち。左から神原綾子さん、吉村
俊宏さん、　野芳子さん、高原美幸さん。�

他大学のメンバーも一緒にパチリ。大学間の垣根を越え
強い仲間意識で結ばれています。�

学

生

時

代

を

謳

歌

す

る

な

ら

 

や
っ
ぱ

り

サ

ー
ク
ル
で

し
ょ

。�
�　

講
義
や
ゼ
ミ
を
終
え
た
部
員
ら
が
、水
着
や
ジ
ャ
ー

ジ
姿
に
着
替
え
て
に
わ
か
に
集
ま
り
は
じ
め
た
文

教
キ
ャ
ン
パ
ス
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
。「
練
習
時
間
は

夕
方
か
ら
約
三
時
間
ほ
ど
。ま
ず
最
初
に
ケ
ガ
防

止
と
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
の
ス
ト
レッ
チ
を
、た
っ

ぷ
り
や
り
ま
す
」と
部
長
の
荻
迫
幸
輔
さ
ん（
経

済
学
部
三
年
）。ス
ト
レ
ッ
チ
が

は
じ
ま
る
と
、私
語
が
な
く
な

り
全
員
が
運
動
に
集
中
。荻

迫
さ
ん
が「
真
面
目
で
明
る
い

性
格
の
人
ば
か
り
」と
い
う
部
員
た
ち
は
、普
段

は
お
互
い
に
こ
や
か
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い

ま
す
が
、練
習
や
試
合
と
な
る
と
表
情
が
ガ
ラ
リ

と
変
わ
り
思
い
き
り
真
剣
に
な
り
ま
す
。あ
る

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は「
こ
の
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
雰

囲
気
が
好
き
」と
、少
し
誇
ら
し
気
で
す
。�

��　「
水
泳
部
は
今
年
で
設
立
四
十
二
年
目
の
伝

統
あ
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。今
で
は
九
州
で
も
強
豪

と
い
わ
れ
る
チ
ー
ム
に
育
っ
た
と
思
い
ま
す
」と

荻
迫
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、昨
年
の
九
州
国
公

立
大
学
選
手
権
で
は
男
子
優
勝
、女
子
二
位
で
、

団
体
で
は
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。そ
し

て
今
年
も
同
大
会
で
は
、四
百
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
で
男
子
は
優
勝
、女
子
は
準
優
勝
す
る
な

ど
各
種
目
で
活
躍
。結
果
、総
合
で
男
子
は
三
位
、

そ
し
て
個
人
も
団
体
も
安
定
し
た
好
成
績
を

残
し
た
女
子
は
二
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。�

　
夏
の
大
会
を
目
前
に
控
え
た
こ
の
日
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
も
く
も
く
と
練

習
メ
ニュ
ー
を
こ
な
し
て
い
く
部
員
た
ち
の
中
に
、

長
崎
県
内
の
他
の
大
学
の
学
生
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。「
い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る

こ
と
で
、学
ぶ
こ
と
も
多
い
。そ
れ
は
水
泳
だ
け

で
な
く
、考
え
方
や
生
き
方
と
か
」。時
に
ラ
イ
バ

ル
に
な
っ
た
り
、励
ま
し
あ
っ
た
り
、応
援
し
あ
っ

た
り
し
な
が
ら
、き
つ
い
練
習
を
乗
り
越
え
て
い

る
そ
う
で
す
。基
本
的
に
水
泳
は
記
録
へ
挑
戦

す
る
個
人
競
技
。し
か
し
そ
の
一
方
で
仲
間
同

士
の
絆
に
よ
っ
て
成
長
す
る
部
分
も
大
き
い
と
い

わ
れ
ま
す
。大
学
間
の
垣
根
を
越
え
た
合
同
練

習
に
よ
り
、体
力
や
技
術
だ
け
で
な
く
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
び
協
調
性
や
社
会
性
を

身
に
つ
け
て
い
る
の
で
す
。�

��　「
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、一
つ
ひ
と
つ
の

練
習
に
集
中
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。練

習
の
メ
ニ
ュ
ー
も
前
も
っ
て
き
ち
ん
と
組
ん
で
お

き
効
率
良
く
行
っ
て
い
る
こ
と
が
強
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
現
状
に
満
足

せ
ず
、ど
ん
ど
ん
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
」と

ま
す
ま
す
張
り
切
る
荻
迫
さ
ん
。た
だ
今
、水
泳

部
員
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集
中
で
す
。「
水
泳

は
大
学
か
ら
は
じ
め
て
も
遅
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。現
に
、昨
年
の
九
州
学
生
選
手
権
で

決
勝
ま
で
進
出
し
た
人
も
い
る
ん
で
す
か
ら
」。�

設
立
四
十
二
年
目�

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
い
い
泳
ぎ
っ
ぷ
り
で�

九
州
の
強
豪
チ
ー
ム
に
成
長�

■ 

九
州
を
代
表
す
る
強
豪
チ
ー
ム
�

■ 

メ
リ
ハ
リ
を
効
か
せ
て
練
習
に
励
む
�

■ 

強
さ
の
秘
け
つ
は
、集
中
力
�



Barbados 英
国
風
の
街
並
が
残
る
、�

カ
リ
ブ
海
の�

リ
ゾ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド�

【バルバドス編】�

Graeme Corbin
グレイム・コルビンさん（27才）�

長崎大学大学院�
医歯薬学総合研究科�

研究生�

環境科学部の各階に設けられた5種
類のゴミ分別ボックス（燃えるゴミ、燃
えないゴミ、資源ゴミ、古紙回収ボック
ス2種類）。この他、段ボールと新聞紙
は別ルートで回収されるという徹底ぶり。�

■ 図1�
PDCAサイクルで継続的に動く環境科学部の環境マネジメ
ントシステム。このシステムを継続的に動かすことで、環境負
荷の低減や事故の未然防止を図る。�

　
抜
け
る
よ
う
な
青
空
と
目
が
覚
め
る
よ
う
な

透
き
通
っ
た
海
。
世
界
が
憧
れ
る
一
大
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
有
名
な
カ
リ
ブ
海
。
中
央
ア
メ
リ

カ
・
西
イ
ン
ド
諸
島
・
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
囲
ま

れ
た
こ
の
海
域
に
、宝
石
の
よ
う
に
ち
り
ば
め

ら
れ
た
美
し
い
島
々
の
中
の
ひ
と
つ
が
バ
ル
バ
ド

ス
で
す
。
人
口
約
二
十
六
万
五
千
人
。
面
積
は

約
四
百
三
十
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。「
常
夏
の

国
で
、日
本
よ
り
湿
度
が
高
い
か
な
」
と
笑
顔
で

話
す
グ
レ
イ
ム
さ
ん
。
蒸
し
暑
い
日
本
の
夏
も
、

彼
に
は
心
地
い
い
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。�

　
「
バ
ル
バ
ド
ス
は
混
合
文
化
。
言
葉
や
服
装
、

建
物
、政
治
な
ど
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
ま
す
」
。

か
つ
て
カ
リ
ブ
海
の
島
々
に
は
、大
航
海
時
代
を

迎
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が
競
っ
て
入
植
し
、次
々

環
境
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を�

育
て
る
教
育
現
場
の�

チ
ャ
レ
ン
ジ
！�

環境科学部 武政 剛弘 教授�

人
間
と
環
境
と
の
調
和
的
共
生

を
め
ざ
し
、環
境
対
策
の
プ
ロ
を

育
成
し
て
い
る
環
境
科
学
部
が
、

今
年
三
月
、IS

O
1
4
0
0
1

の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。
全
国
の
国
立

大
学
で
も
ま
だ
数
少
な
い
こ
の
試

み
に
つ
い
て
、武
政
先
生
に
伺
い
ま

し
た
。�

　
環
境
保
全
活
動
を
効
果
的
に
行

っ
て
い
く
た
め
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
国

際
規
格
で
す
。そ
の
認
証
を
取
得
す

る
こ
と
は
、社
会
に
対
し
て『
私
た
ち

は
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
と
っ
て

い
き
ま
す
』と
宣
言
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。ISO

14001

は
日
々
進
化
す

る
技
術
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら

継
続
的
に
改
善
し
て
い
け
る
シ
ス
テ

ム（
運
用
の
仕
方
）の
規
格
で
す
。認

証
を
取
得
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
く
、活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

自
体
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。三
年
ご

と
に
行
わ
れ
る「
更
新
審
査
」に
合

格
し
な
け
れ
ば
認
証
は
取
り
消
さ

れ
ま
す
。�

��

　
環
境
科
学
部
の
社
会
に
対
す
る
責
任
と
し

て
、環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
取
得
し
ま
し
た
。や
が

て
社
会
に
出
た
学
生
た
ち
は
、次
世
代
の
環
境

保
全
を
積
極
的
に
推
進
す
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。今
回
の
認
証
の
審
査
で
は
、こ
の
こ
と
が

大
い
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

���

　
た
と
え
ば
電
気
使
用
量
や
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
、

研
究
室
に
あ
る
化
学
薬
品
、コ
ピ
ー
用
紙
の
使

用
に
つ
い
て
ム
ダ
が
出
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

こ
れ
ら
は
全
て
、環
境
科
学
部
独
自
の「
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」の
中
に
具
体
的
な
数
値

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」

「IS
O
1
4
0
0
1

」
と
は�

何
で
す
か
？�

な
ぜ
環
境
科
学
部
は
「IS
O
1
4
0
0
1

」
の�

認
証
を
取
得
し
た
の
で
す
か
？�

具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を�

行
っ
て
い
ま
す
か
？�

C
H
O
H
O

　
●
　

14
�

大
学
で
は
、
県
内
初
、
九
州
で
2
番
目
!

環
境
科
学
部
が�
ISO14001�

認
証
取
得
！�

環
境
科
学
部
が�
ISO14001�

認
証
取
得
！�

環境方針�

PLAN
計　画�

CHECK
点検および是正処置�

ACTION
学部長による見直し�

DO
実施および運用�

継
続
的
改
善�
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に
植
民
地
化
し
て
い
き
ま
し
た
。「
バ
ル
バ
ド
ス

も
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
が
三
百
年
以
上
も
続
き
、

一
九
六
六
年
に
独
立
。
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
文
化

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
ん
で
す
」
。
公
用

語
は
英
語
。
今
も
、そ
の
時
代
を
物
語
る
古
い

イ
ギ
リ
ス
の
街
並
が
残
り
、リ
ト
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
奴
隷
制
度
が
あ
っ

た
時
代
に
は
、ア
フ
リ
カ
か
ら
た
く
さ
ん
の
奴
隷

が
こ
の
国
に
連
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
ア
フ
リ
カ
文
化
も
入
っ
て
き
た
の
で
す
」
。た

と
え
ば
音
楽
。ア
フ
リ
カ
の
リ
ズ
ム
の
影
響
を

受
け
た
カ
リ
ブ
の
音
楽
は
、カ
リ
プ
ソ
、サ
ル
サ

な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
繁
栄
。「
中
で
も
カ
リ
プ
ソ

は
バ
ル
バ
ド
ス
の
音
楽
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
」
。�

　
「
伝
統
的
な
料
理
は
ク
ゥ
ク
ゥ
と
い
っ
て
、ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
で
つ
く
っ
た
団
子
を
油
で
揚
げ
た

も
の
と
、フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
イ
ッ
シ
ュ（
飛
び
魚
）を

煮
込
ん
だ
も
の
で
す
」
。�

　
昨
年
秋
に
来
日
し
、初
め
て
迎
え
た
日
本
の

冬
で
は
、慣
れ
な
い
寒
さ
に
た
い
へ
ん
な
思
い
を

し
た
と
い
う
グ
レ
イ
ム
さ
ん
。「
で
も
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
見
た

雪
は
、と
て
も
感

動
的
で
し
た
」
。�

【ISO】 （International Organization  
for Standardization／国際標準化機構）
　国際的な統一事項（規格や標準類）を
制定するための国際機関。たとえばISO
が定めた世界共通の約束ごとのひとつに
「非常口のマーク」がある。これで、どこの
国の建物の中でも危険を感じた時は、迷
わず避難できる。�

【ISO14001】　ISOが取り決めている環
境関連の規格『ISO14000シリーズ』の
中核となる規格で、環境保全活動を効果
的に行うための仕組みを定めたもの。企
業や組織が自分たちにあった「環境マネ
ジメントシステム」を構築する際に、この仕
組みを導入することで、一定のレベルの
仕事が可能になる。�

【環境マネジメントシステム】　組織が環
境に及ぼす影響を管理するシステムのこと。
ISO14001では、環境マネジメントシステ
ムを「全体的なマネジメントシステムの一
部で、環境方針を作成し、実施し、達成し、
見直し、かつ維持するための組織の体制、
計画活動、責任、慣行、手順、プロセスお
よび資源を含むもの」と定義。継続的な
改善ができる手法のPDCAサイクル（Plan
－Do－Check－Action）に基づいて構
築される。（※図1参照）�

［用語解説］�

ISO14001認証取得証
明書を手にした井上義彦
環境科学部長。「学内で
トップに認定取得したこと
は大きい。環境教育に反
映させていきたい」。�

（
※
図
１
参
照
）で
運
用
し
て
い
ま
す
。�

　
た
と
え
ば
コ
ピ
ー
用
紙
は
二
十
％
の
使
用
量

削
減
目
標
を
計
画（
P
）。そ
し
て
、〈
○
E
メ
ー

ル
の
内
容
は
画
面
上
で
確
認
し
、印
刷
を
し
な

い
よ
う
に
す
る
。○
会
議
な
ど
の
配
布
資
料
を

簡
素
化
す
る
。○
学
部
内
の
配
布
資
料
は
両

面
コ
ピ
ー
に
す
る
。○
ミ
ス
コ
ピ
ー
を
減
ら
し
、

片
面
コ
ピ
ー
済
み
の
用
紙
を
保
管
し
、再
利
用

す
る
。〉を
実
施
し
ま
す（
D
）。コ
ピ
ー
用
紙
は

購
入
の
度
に
管
理
責
任
者
へ
報
告
さ
れ
、六
ヶ

月
に
一
回
のISO

14001

運
営
委
員
会
で
も
チ
ェ

ッ
ク（
C
）。そ
こ
で
状
況
に
応
じ
た
改
善
が
検

討
さ
れ
、次
の
運
用
に
活
か
さ
れ
ま
す（
A
）。�

���

　
ま
だ
ど
の
学
部
も
研
究
や
教
育
の
た
め
に
、

ど
う
し
て
も
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
が
ち
で
、階
段
や
廊

下
ま
で
占
領
し
て
し
ま
う
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
ま
す
。し
か
し
環
境
科
学
部
で
は
、各

場
所
の
管
理
責
任
者
を
明
確
に
決
め
た

こ
と
で
、チ
ェッ
ク
が
行
き
届
き
、ス
ム
ー
ズ
に

改
善
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。他
の

学
部
に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
スッ
キ
リ
整
理

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、節
電
や
ゴ
ミ

の
分
別
な
ど
日
常
の
行
為
に
、一
人
ひ
と

り
の
意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ISO
14001

認
証
取
得
は
、ま
だ
全
国
の
大

学
で
も
数
少
な
い
事
例
で
も
あ
る
の
で
、

学
生
た
ち
の
大
き
な
誇
り
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。�

���

　
そ
う
で
す
。モ
ノ
を
大
切
に
す
る
と
い

う
当
た
り
前
の
こ
と
を
、当
た
り
前
に
や
っ

て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。そ
う
い
う

原
点
に
も
ど
し
て
く
れ
る
の
が
、「ISO

14001

」

の
本
質
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。�

つ
ま
り
、モ
ノ
を
大
切
に
使
い
、ム
ダ
を�

な
く
そ
う
と
い
う
試
み
な
ん
で
す
ね
。�

「IS
O
1
4
0
0
1

」
が
稼
動
し
て
か
ら�

目
立
っ
た
変
化
は
あ
り
ま
す
か
？�

多民族国家から生まれ た I S O

　人種、宗教、文化、思想が違う民族が
集まった欧米の多民族国家では、仕事
のやり方や考え方が民族ごとに違いまと
まりがないことから、マニュアルをつくる
ことで仕事の均一化をはかり、社会の発
展を遂げてきました。そういったマニュ
アルで稼動する仕事のやり方を、継続的
に進化していくシステムに発展させたも
のがISOです。�

　このようなマニュアルによる作業は、「以
心伝心」「あうんの呼吸」といった独特
の精神文化を持つ日本人には、なじみに
くいという意見もあります。しかしモノや
サービスなど国際的な交流がますます
活発化していく今、国際規格の重要性は
高まるばかりで、ISOはこれからの社会
を生き抜く上で非常に大切なものだと
考えられています。�

1

23

4

I S O こ�ぼ�れ�話�
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▲水産学部水産食品衛生学研究室。フグの毒性を
調べる実験で、恐る恐る解剖する高校生。�

▲工学部・電気電子工学科。モータ制御システムの
実験。「難しそうだけど、面白い」と男子高生。�

▲「クローンと遺伝子工学」という近未来的テーマに
誘われて、面白＆難しい講義を体験。�

八
月
二
十
日
、快
晴
に
恵
ま
れ
た
長
崎
大
学

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。九
州
・
山
口
を
中
心
に

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
の
数
は
、文
教
キ
ャ

ン
パ
ス（
教
育
・
薬
・
工
・
環
境
・
水
産
）は
約
二
千

人
、坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス（
医
・
歯
）は
約
七
百
人
、

片
淵
キ
ャ
ン
パ
ス（
経
済
）は
約
四
百
人
。保
護

者
、教
師
、予
備
校
生
な
ど
を
含
め
る
と
、総

勢
約
三
千
二
百
人
の
来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。�

　
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、遠
方
の
高
校
生
を
乗

せ
て
き
た
貸
切
バ
ス
、計
二
十
五
台
が
中
部
講

堂
前
広
場
を
占
領
。バ
ス
か
ら
降
り
立
っ
た
高

校
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
お
目
当
て
の
学
部
へ
赴

き
、各
学
部
の
説
明
や
、入
試
、教
育
・
研
究
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。�

　
各
学
部
で
催
さ
れ
た
講
義
や
実
験
な
ど
は

い
ず
れ
も
好
評
で
、教
育
学
部
で
は
心
理
学
の

講
義
や
、ピ
ア
ノ
、フ
ル
ー
ト
な
ど
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、水
産
学
部
で
は
海
や
魚
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
実
験
な
ど
、テ
ー
マ
も
多
彩
に
数
多
く
行

わ
れ
ま
し
た
。興
味
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
体

験
し
よ
う
と
、い
ろ
い
ろ
な
教
室
を
め
ぐ
る
高

校
生
も
大
忙
し
で
す
。�

　
学
内
の
広
場
で
は
、大
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
し
て
、例
年

以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
今
年
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。参
加
者
の
多
く
が
、長
崎
大
学

の
魅
力
を
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。�

▲水産学部海洋情報学。パソコンの画像上で「宇宙
から海を見る」壮大な実験に興味津 ！々�

REPORT

オー
プン�

キャン
パス�

長大を見て触れて感じる一日�

2003OPEN CAMPUS

▲ドドドッと高校生が押し寄せた教育学部。昔も今も
変わらぬ人気です。�

▲高校生へ、熱烈歓迎の思いを込めて、学生たちが「よ
さこい踊り」を賑やかに披露。�

▲工学部・構造工学科。構造物の防振実験コーナー。
本格的な機材の使用に、感心しきりの高校生。�

▲熱心に入試の説明を聞く高校生。すでに本番並み
の緊張感が漂ってます。�

満員御礼！ 中部講堂で行われた説明会。�






